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は じ め に

昭和 42年度から指定調査として､青森県下北郡尻屋地先のエゾア ワビを対象に資源量の把握を主体

とし､将来の漁場管理の指針を得る目的で調査を進めてきた｡また､ 44生産より上北郡野辺地地先に

剖ハて尻屋産エゾアワビの移殖放流効果調査を行をってきた｡そ こで今回両地先の調査結果をと.りまと

めるにあた り､過去のデ｣クーも総合して総括的にとりまとめた. これ らの結果の詳細については､磯根資

源調査報告書 (青水増資料 S 46 JW.6､JW.18)に報告Lているので参照されたい｡

調 査 方 法

A 尻 屋地 先

1. 漁場 調 査

漁場の特性を把握するため､枠取 り調査と併

行 して全枠内のスケッチを集録 し､加えて実測

等による記入を適宜行な-'た｡

2 資･源量調査

潮間帯の調査は干潮時に第1図に示す尻屋沿

岸に14- 15の調査線を設定し､枠取 9 (4

×47rL)によって行な-'た｡

低潮線下については､水深別にスキューバ潜水

での枠取9 (2× 27n)によって行なった｡

枠取DVCよって得 られたアワビについては､

穀長､重量等の測定を行ない､性状の解析を行

覆った｡また､マッフル炉 (500℃､ 15分)

を使用して生令の推定を行ない成長を調べた｡

3.標識放流再捕調査

ステンレスクリップによって個体標識を行な
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第1図 漁場および調査線図
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い､'̀再捕によって移動､成長の追跡を行なった｡

4.潮間帯におけるアワビの季節的移動の調査

時期別に資源量調査と同じ方法で､潮間帯におけるアワビの生息密度を調査した.

B 野辺地地先

1. 漁場 調 査

漁場の特性を把握するため､尻屋産アワビの放流された防波柵の構造および生物相の調査をスキ

ューバ潜水等により行在った0

2.放流アワビの追跡調査

潜水によりアワビの生息状況を調査した｡採取したアワビについては殻長､重量等を測定し､各

種の解析を行なった｡また/､昭和 40生に放流されたアワビについては､マッフル炉によって在令

の推定を行をい成長を調べた｡

結果および考察

A 尻 屋地 先

1._漁場の概況について

漁場は全般にわた 舛 巨常に起伏がはげしく､潮間帯および低潮線下 30-程度までは岩盤､転石

が大部分を占めていたD潮間帯には全域にわたって石灰藻がみられ､フク占フノ1)､イワノ1)､エ

ブイシゲ等も多く着生 していた｡また､低潮線付近にはワカメ､チガイソの着生がみられた.

2 資源量について

昭和 46生6月10-11日の潮間帯における枠取9結果は第 1表のとおDである.

第 1表 潮間帯のアワビ枠取り結果

枠取り区山序 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 沖 Ⅳ 合 計 ㌦当 りの
調査 時 の調-査線 採 取 数 平

均生息数 干 出 距 離1 (個/枠)2 122 41 29549 (価)458

(価/〟)7.2 (-)68.3 86 269 19 574 7.8 28

5 15 241 59 544 5

.4 1146 2 87 24 98

211 4.4 1988 164 1

29 59 552 6.7 629 188 82 278 548 ll

.4 28ll 94 89 25 208 4.5 51

13 148 155 501 9.4 27合 計 採 取 数 699 1,
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第 2表 潮間帯における推定資源量

調 査 月 日 1967 1968 1969 1970
19716.7-10 6̀.11～14 6.2 8 6.1.-皇 5.22- 235.10-

ll6.10- ll設 定 枠 数 54 56

10 45 44 44 261枠 ■内 の 採 取 個 数 2-184 1- 155 5- 192 5,- 1,

5521- 1,010 5-ノ557 2-2781枠 内 の

平 均 個 数 56 28 54 199 129 88 107採 取 ア ワ ビ 総 数 1,

912 1,006 542 9,742 5,676 5,872 2,782最大大潮時における干潮面の資源量 4
00,000 580,000 2,.170,0001,255,

000 1,150,000第

1表 より今生の潮笥帯における推定資源量は

115万個となった｡低潮線下の枠取

_り結果よDアワビの主生息場は水深157,L位までと思われ

た｡低潮線下 15m･までの推定資

源量は第 3表のとおDである｡アワビ

の殻長および重量は第2図､第3図に示した ように一般に小

型で､穀長 3.3- 6.0(m

のものが半数以上を占め､制限殻長9･0 (メ)

cm以上の個体は極めて少ない.

穀長 (L) と重量

(W)の関係

はほぼ- JO定してか9､W-
3.0
60.0001

3Lとなる｡鑑令別殻長は第4表に示すとおDで

ある｡3. 標識放流再捕調査 第3

表 推定資源量年 度 潮間帯の資源量 低潮線下 15m 尻屋沿岸におけ

ま で の資源量 る推定総資源量1968 580,000

〃固) 540,000 (個) 720,000 (個)19692,170,000 550,000 2,720,000

19701,255,000 850,000 2,

085,0001971 1,150,0

00 500,000 1,450,0002. さ 4･ S 6 7 8 q IO第

2図 生 別 ア ワ ビ戯 長 組 成 (Ĉ)昭和42､4-3任に標識放流されたものについて行なった｡増穀長は 1

圧で 0- 2･4C肌､2生で 0･5- 1.6cln､3生で1.8clnとな9成長は非常に緩慢である｡移動については､過去

3ケ生で最大 850-というものがあるが､大勢としては余 9大きな移動をしていない よう

に思われた.4. 潮間帯におけるアワビの季節的移動について潮 間 帯 に 掛 けるアワビの季節的移動は､第4図に示し



潮間帯にアワビがみられ夜

くなる｡この状態は 3月迄

続き､4月にはまた磯入 り

へ と移行する｡なお､今生

の磯入 りの盛期 は6月上旬

であった｡

5. コンプ生育場の了ワビに

つし′ゝて

第 1図に示したSt.Ⅰの

沖合の岩礁に､45鉦より

天然コンプの着生 している

のがみられた｡そこで､

464王5月､潮間帯のアワビ

を標識放流 し成長を調査 した｡

約半生間で最大は2.9cITL､最

′｣＼は0.3C肌の増殻長を示 した｡
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第 3図 ア ワ ビ 重 量 組 成第4表 潮間帯にお

けるエゾアワビの任令別殻長任令 1

2 3 4 5 6 7 8 9穀長 (,WL1.6 5.0 4.1 5.1 6.0 a.8

7.4 8.0 8.4ま

た 474王にコンプ生育場のアワビを採捕 し

､マ ッフル炉により成長を調査した｡その結

果､1圧で1.9(,刊､2ケ圧で3.9C"Lの増穀長を示し､

平均穀長 5.6(･7mのアワビが

2圧で9.5(/肌に達していたO

殻長 (L)と重量 (W)にはW-0.00008L3･38の関係がみ ら

れた｡尻屋地先の了ワビは成長が緩

慢であるといわれていたが､餌料海

藻があれば成長は順調であ9､稚貝

の出荷のみならず､餌料海藻の増殖

を計9､生産

の増大を計ることも尻尾産アワビの今後の一方向

と思われる｡ EZヨ第

4図 潮間帯に



海藻の着生は少な く､イ トグサ､ケウルシグサが小群落を作

っている程度である｡

2.放流アワビの追跡調査

昭和 40在に移殖放流されたものについては､44圧6月に

採捕 したがその穀長範囲は 9.1-12.0(刑で平均 10.63cln､

重量範囲は 140- 2509､平均 189.2gであった｡

殻長 rL)と重量 rw)との間にはW-1.602L2,017の

関係式がみられたO庄間成長量は 1正 目が平均 1.8C77L､2正目

1･6cm､3在日1･Ocm､4在日が0.3clnで4年間の増殻長は

第 5表 尻屋産種アワビの

出荷状況

fE 出 荷 量

1967 4,000 日

圃)1968 5

,1001969 1

21,5001970

2d,00019

71 568,0004･7C7nであった｡また､44生 6月に放流された5.700個体については､

そのうち965個体標識を行ない､成長､生残

率､生息状況を調査した｡アワビの生息分布

はパイルの海面下 30-60(二･7ILの海藻類の着

生 している部分と潜埠の転石にみ.られたがその割合は

およそ 5:5である｡転石のアワビは 1:

6の割合でパイルの沖側に多く生息 してレ東｡贋

死率は放流 1月後で無標識月が5･4虜､標識見 8.3

9虜､ 1生後で8.36虜､ 14.1虜とな

った｡増殻長は1鉦で最大0･9cm､ 2生半で 2･1C"

lと40生に移殖放流されたア




